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2022年3⽉18⽇

ベジタリア株式会社

代表取締役社⻑ ⼩池 聡

世界に貢献するSociety5.0データ駆動型スマート⽔⽥システム

第4回スマート・オコメ・チェーンコンソーシアム講演会



講師略歴︓⼩池 聡 ( KOIKE SATOSHI ) skoike@vegetalia.co.jp 1959年東京⽣まれ

・ベジタリア株式会社 代表取締役社⻑
・ベジタリアファーム株式会社 代表取締役社⻑

・株式会社イーラボ・エクスペリエンス 取締役
・ウォーターセル株式会社 取締役

・Kisvin Science株式会社 取締役
・エス・アイ・ピー株式会社 取締役

・⼀般社団法⼈ ⾷と農の健康研究所 理事
・⽯垣⾷品株式会社 社外取締役

・経済産業省 地域未来スペシャルアドバイザー
・第11期 科学技術・学術審議会 産業連携・地域振興部会委員
・⽂部科学省 ⾰新的イノベーション創出プログラムCOIリーダー
・⽂部科学省 卓越⼤学院⼤学プログラム 委員
・⽂部科学省 マイスターハイスクール事業企画評価会議 委員
・⽂部科学省 共創の場形成推進会議 委員
・科学技術振興機構 若⼿連携研究ファンド 審査委員会 座⻑
・東京商⼯会議所（渋⾕）副会⻑
・公益社団法⼈ ベトナム協会 理事

グループ会社 役 職（現任） 委 員 等（現任）

・ngi group株式会社(現ユナイテッド︓東証M2497) 代表取締役社⻑
・ネットイヤーグループ株式会社 (東証M3622) 代表取締役社⻑
・ダイムラー・クライスラー⽇本ホールディングス アドバイザリーボード
・JETROニューヨーク事務所 テクニカル・アドバイザー
・Netyear Group, inc. (Silicon Valley) President & CEO
・iSi電通ホールディングス(San Francisco) 取締役副社⻑兼CFO
・iSi電通アメリカ(電通・GE合弁会社︓New York) 取締役副社⻑兼COO

・内閣府 経済財政諮問会議 経済動向分析・検討（IT担当）委員
・経済産業省 ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ・ｴｸｲﾃｨｰﾌｧｲﾅﾝｽ基盤整備委員会 委員
・経済産業省 エンジェル税制活性化検討会議 委員
・総務省 ⽇ASEAN官⺠協議会 委員
・総務省 次世代移動体通信システムビジネスモデル研究会 委員
・JETRO 先端的起業家育成プログラム検討委員会 委員
・⽇中韓⻘年経済⼈サミット（北京⼈⺠⼤会堂）⽇本代表団団⻑

役 職（過去の経歴） 委 員 等（過去の経歴）
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ベジタリア会社概要
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ベジタリア株式会社
ベジタリアグループは、最新の植物科学とテクノロジー(Vegetation Science＆
Technology)を駆使して、農業⽣産のスマート農業化を推進するとともに、マーケットサイ
ドからの⽣産、加⼯、流通、物流、消費のスマートフードチェーンを構築することによって
⾷・農産業の成⻑産業化を⽀援し、 AgriTech・FoodTech・HealthTechの融合により、
社会課題の解決を通じて、地域社会の活性化と⼈々のウェルビーイングにつながる次世代
の農と⾷と健康のイノベーションにより持続可能な環境と健康社会を⽬指します

会社名 ベジタリア株式会社

代表取締役 ⼩池 聡

本社 東京都渋⾕区桜丘町26-1
セルリアンタワー15階

事務所 神奈川県横浜市⻘葉区美しが丘1-17-26
フォーリストビル3F

設⽴ 2010年10⽉22⽇

資本⾦等 17億9,900万円（2021年12⽉末⽇現在）

事業内容

・スマート農業事業
・植物病院事業
・地⽅創⽣事業
・防災事業
・ファーム＆フードテック事業

会社概要
代表取締役 ⼩池 聡（CEO 最⾼経営責任者）

取締役 岡澤 実（経営企画・管理部⾨担当）

取締役 島村 博（事業開発・R&D担当）
（イーラボエクスペリエンス創業者）

取締役 ⽯津 直彦（フィールド・防災担当）
（イーラボエクスペリエンス社⻑）

取締役 ⻑井 啓友（ファーム・フードテック担当）
（ウォータセル創業者）

監査役 樽本 哲（弁護⼠）

顧問 ⼩宮⼭ 宏
（東京⼤学第28代総⻑、三菱総研理事⻑）

顧問 横⼭ 禎徳（元マッキンゼー東京⽀社⻑）

顧問 森川 博之（東京⼤学⼯学部教授）

顧問 福井 栄治（⽇本野菜ソムリエ協会理事⻑）

役員/顧問

ベジタリア株式会社
ベジタリアグループは、ベジタリア株式会社
を中核として、各事業領域におけるスペシャ
リストを有する幅広い分野のグループ会社で
構成

ベジタリア植物病院株式会社イーラボ・エクスペリエンス

ウォーターセル株式会社

Kisvin Science株式会社

農業 IoT・AI・ビッグ
データを活⽤し、植物
科学・植物医科学分野
の知⾒に基づいた総合
的病害⾍管理IPMの提供

⼟壌病害遺伝⼦診断

IoTセンサの企画開発
AI/Bigdata解析
・農業環境センサFieldServer
・⽔⽥センサ PaddyWatch
・屋外IoTカメラ FieldCam
・防災⽔位計 Field-EX

営農⽀援システム「アグ
リノート」の開発・提供
・農場をマップで可視化
・農作業・園場管理や、
スタッフ間の情報共有
・ノウハウの伝承など

⾮破壊樹液流センサーの
研究・開発
植物⽣理⽣態学に基づい
たワインブドウ栽培⽀援

⼀般社団法⼈⾷と農の健康研究所

⾷と農と健康に関する
研究開発・情報発信

ベジタリアファーム株式会社
有機JAS認定圃場を中⼼と
した⽣産・加⼯・販売

・農地所有適格法⼈⾃然農園
（北海道余市町・仁⽊町）
・ベジタリアファーム新潟
・進園ファーム、
・ズッキーニ佐藤

IoTセンシング 植物医科学

栽培管理

栽培技術研究・教育

農業実践

ベジタリア株式会社 会社概要
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主要法⼈株主（資本業務提携先）
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持続可能な⾷・農・環境と健康社会により地域経済を活性化させ、
⼈々が⽣き⽣きと働き暮らすウェルビーイング社会の実現を⽬指します

Health Tech

AgriTech FoodTech

ClimateTech
DisasterTech

● 気候変動対応

● 防災・減災



農林⽔産省 知の集積と活動の場におけるアクティビティ
〜スマート⽔⽥社会普及研究開発プラットフォーム（当社事務局）
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北海道管内

・北海道農政部生産振興局

関東管内

・茨城県庁農業総合センター
・栃木県庁経営技術課
・群馬県庁技術支援課

・埼玉県農業技術研究センター
・千葉県農林総合研究センター

・東京都庁農業振興事務所
・神奈川県農業技術センター
・山梨県庁総合農業技術センター

・長野県庁農政部
・静岡県経済産業部

北陸圏

・新潟県 農林水産部
・富山県庁農林水産総合技術センター
・石川県庁農林総合研究センター

・福井県 福井県農業試験場

近畿管内

・滋賀県農業技術振興センター
・奈良県庁農林部
・京都府農林水産部

・兵庫県立農林水産技術総合センター
・大阪府 環境農林水産部

中国・四国圏

・鳥取県農林水産部
・島根県農業技術センター
・岡山県農林水産総合センター

・広島県農林水産局農業技術課
・香川県庁農政水産部

・愛媛県庁農産園芸課
・高知県庁農業技術センター

九州・沖縄圏

・福岡県農林水産部
・佐賀県庁農林水産部
・長崎県庁農産園芸課

・熊本県 農林水産部
・大分県庁地域農業振興課

・宮崎県庁農業経営支援課
・鹿児島県庁農業開発総合センター
・沖縄県庁農林水産部営農支援課

研究機関 事務局

・農業・食品産業技術総合研究機構 ・株式会社イーラボ・エクスペリエンス
民間事業者
・株式会社NTTドコモ ・積水化学工業株式会社 ・株式会社クボタ ・キヤノン株式会社

東北管内

・青森県庁農林水産部
・岩手県農林水産部
・宮城県農政部

・秋田県農林水産部
・山形県庁農林水産部

・福島県農林水産部

東海管内

・岐阜県農政部
・三重県庁農林水産部
・愛知県庁農業水産局農政部

農林水産省 農業イノベーション戦略/みどりの食料システム戦略
スマート農業産地 ５００産地形成 政策目標との社会実装連携

2020-22    知の集積と活動の場：１７５プラットフォーム開設オンライン展示会のアクセス数 ２年連続 第一位の認知・注目度ある活動に発展

シンポジウム満⾜度

99%
が満⾜という⾼い評価



ベジタリアスマート農業
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【IoT環境センサFieldServer®/⽔⽥センサPaddyWatch® /FieldWatch®アプリ】
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スマート農業⽤センサー【IoT環境センサFieldServer®】

スマート農業⽤センサー【⽔⽥センサ PaddyWatch®】

スマート農業⽤アプリ【Field Watch®】

https://www.vegetalia.co.jp/our-solution/iot/fieldserver/ https://www.vegetalia.co.jp/our-solution/iot/pw2400/



【FieldCam®】 屋外乾電池式IoTカメラ
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https://field-server.jp/fieldcam/fc1000/



【アグリノート】 クラウド型営農⽀援ツール
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利⽤者の
4割が⽔稲

利⽤組織数

12,000
組織

登録圃場数

600,000
圃場

2022年2⽉現在

https://www.agri-note.jp/



【ベジタリア植物病院®】 クラウド型営農⽀援ツール
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https://www.vegetalia.co.jp/our-solution/plant-clinic/



vegetalia

気象情報
病害⾍情報

IoTセンサ
環境情報

栽培情報
営農情報

⽣育情報
⽣体情報

A
P
I
連
携

ク
ラ
ウ
ド

デ
!
タ
解
析

IoT/AI/BigData等を活⽤したデータ駆動型スマート農業

© 2022  All Rights Reserved

Sap Flow 
Sensor

気象DB
病害⾍DB
収穫時期DB

データ解析 ・気候変動対応型
⽣育アルゴリズム

・⽣育状況モニタリング

・病害⾍予察・診断

⽣育分析
AIカメラ

樹液流
センサ ⽣育情報

環境情報

⽔位情報

⽔温情報

環境情報

バーチャルPaddyWatch®

バーチャルFieldServer®

・幼穂形成期予測
・出穂期予測
・収穫適期予測
・⾼温登熟制御
・施肥量・時期ガイダンス
・メタンガス削減

予測エンジン

営農⽀援エンジン

各種アルゴリズム
エンジン

AI等を活⽤した栽培アルゴリズム・
予測アルゴリズムの開発と適⽤環境データ、⽣体データ、栽培データ、気象データ、病

⾍害データをビックデーター化しAIなども駆使し、最適
な栽培管理システムや各種予測システムを研究・開発・
実証



ベジタリア スマート⽔⽥
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スマート⽔⽥ 2.0
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スマート農業

第⼀フェーズ

省⼒化

効率化

より⾼度な計測・分析・予測技術を使い

⾼品質
多収量
適期収穫

より付加価値の⾼い経営に直結する
スマート⽔⽥2.0時代へ移⾏

第⼆フェーズ



スマート⽔⽥ 2.0 省⼒化からより⾼度な精密栽培技術へ
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ブランド⽶産地間競争
新品種ブランド⽶の戦略的産
地形成 と 品質の維持・拡⼤

名⼈頼りから誰もが⾼度ス
マート農業技術を活⽤して良
⾷味、多収量を実現し、規模
を拡⼤した組織⽣産による産
地形成

⽇本酒ブームによる酒⽶の安定供給
加⼯品質を担保する醸造
好適⽶の栽培技術と安定し
た品質の供給体制

業務⽤⽶の多収・低コスト安定⽣産
業務⽤の良⾷味・多収⽶の
低コストで安定⽣産できる技
術の体系化による規模拡⼤

品質・収量予測など経営分析
ツールの提供

市場背景とニーズ



美味しい⽶作りの栽培条件
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⼟づくり

・耕起深の確保
・有機物の施⽤
・適度な透⽔性

根系の充実
稲体の強化

育苗・移植期

・健苗の育成
・適期の移植
・良好な活着

安定した
初期分げつの確保

分げつ期

・強勢な低次位、
低節位分げつの

確保

低タンパク⽶を⽣
産する分げつ構成
への誘導

無効分げつの抑制
（有効分げつの充実）

有効分げつ決定期〜
最⾼分げつ期

・中⼲し
・深⽔管理

登熟期

・間断灌漑
・かけ流し

登熟の充実
光合成＋養分
⽔分吸収

幼穂形成期
〜減数分裂期

・栄養診断
・窒素追肥

シンクの抑制
登熟の充実
（光合成）

収穫期

・適期刈り取り

収穫後の⾷味の保持

乾燥・調整

・適切な乾燥温度
時間の設定

⾷味低下の防⽌

病害⾍防除

・病害⾍
・雑草



農業DX化を推し進めるスマート栽培暦 Smart Paddy Watch®

© 2022  All Rights ReservedStrictly Confidential

⼿作業の計測
（⽔位・⽔温・地温）

⽔⽥センサによる⾃動計測

予測モデルの⾃動計算
（幼穂形成期予測・出穂期予測・収穫時期予測）

最適モデルのリアルタイムガイダンス

⾃動給⽔栓との連動による
⽔管理の⾃動化

気象情報による予測
（予測精度が悪い）

フィールドサーバ（気象計）による⾃動計測

⼿作業の計測
（草丈・茎数・葉⾊・SPAD）

AIカメラによる⾃動計測

⼿作業の計測データによる予測
（幼穂形成期予測・収穫適期予測など）

栽培暦による紙ベースのガイダンス
（⽔管理・施肥量・施肥時期・病害⾍防除・雑
草対策・⾼温障害対策・収穫適期など）

紙ベース・⼿作業の栽培暦 ⾃動計測・アルゴリズムによるスマート栽培暦農業DX化

施肥量・施肥時期・病害⾍防除
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Smart Paddy Watch® 品質・収穫量の向上による経営収益への貢献

秋⽥県農試・農研機構・ベジタリア・イーラボの
実証成果発表



スマート農業普及のネックとなっているIoTセンサ・コストと通信費を⼤幅に削減させる
センサーレス気象計 バーチャルFieldServer®
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バーチャル気象計 気象データ
近年の気候変動・温暖化傾向と農業経営の⼤規模化
を背景として、農業現場での気象条件を考慮した栽
培管理の重要性が増していますセンサーを使わずに、緯度経度によるピンポイントのメッシュ農業気象

データからアルゴリズムにより「温度」「湿度」「降⾬量」「⽇照時
間」のみならず「⽔温」を算出したバーチャルFieldServer®を開発

バーチャルPaddyWatch®

バーチャルFieldServer®

⽔⽥1枚ごとの「⽔温」 「気温」「湿度」
「降⾬量」「⽇照時間」を推定し、⽔稲栽
培管理に役⽴てます。

幼穂形成期予測、出穂期予測、収獲適期予測など
への応⽤が可能です。

圃場ごとの「気温」「湿度」「降⾬量」
「⽇照時間」を推定し、栽培管理に役⽴て
ます。

露地栽培のみならず、施設栽培においても応⽤
が可能です。



ベジタリア スマート・フード・ファクトリー
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ベジタリア SMART FOOD FACTORY SYSTEM
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Smart Factory Smart Food Factory（⽣産〜加⼯の地域クラスター）

農業⽣産と加⼯を⼀体化した地域クラスター化による
Smart Food Factory

IoT⼯場
Smart Factory

製造業ではIoT/AI/Bigdata/Roboticsなどを活⽤したスマート⼯場化が進展していますが、⾷品・加⼯会社でも近年、原料の安定供給や拡張性、国産化・
有機栽培なども含めた付加価値の⾼い商品開発を⽬指して、原材料の作付け〜栽培〜適期収穫〜運搬〜加⼯までの⼀貫体系を整備する動きが進んでい
ます。

ベジタリアでは加⼯製造⼯場を中⼼に数多くの栽培圃場を含めた産地クラスターを形成し、⼯場⽣産稼働に多⼤な影響を及ぼす、天候変化に強い“気
象環境変動対応JIT（ジャストインタイム）型”の地域全体をIoT⼯場と⾒⽴てたSmart Food Factory Systemを開発いたしました。

⼤規模栽培地におけるIoTセンサ（ FieldServer®）およびバーチャル気象センサを活⽤した収穫予測システムを構築し、この収穫予測を地図ナビゲー
ションシステム（ゼンリン）に取り込むことにより、最適な収穫機器の配置や運搬ルートを算出し、収穫および⼯場稼働の最適化をジャストインタイ
ムで⾏うことが可能となります。⼯場のIoT化だけでなく露地圃場も含めた産地全体をIoT⼯場と⾒⽴てた取り組みは類がなく各⽅⾯から注⽬をされて
おります。



【事例】機能性⾷品素材加⼯を中核とする Just in Time スマート農場クラスター【東洋新薬様】
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農林⽔産省
スマート農業技術の開発・実証プロジェクト

及び
スマート農業加速化実証プロジェクト

「機能性⾷品素材加⼯を中核とした需要確定⽣産スマート農場クラスタの実証」

東洋新薬 機能性食品素材 加工工場を

中心とした60km圏内の平野・中山間地の大麦若葉栽培農場

（約2,000ha/約2,700圃場規模）を

スマート農業によるクラスター化で

自然環境変動可用 JIT(Just in Time) 型の農産地帯形成

本産地クラスタープラットホームモデルは、

農業生産と加工を一体化させた、地域全体をIoT工場化させる取り組

みとして、多方面に社会実装が期待される。

機能性食品素材栽培圃場 加工工場

⼤⻨若葉栽培圃場（60km圏内）の約
2,000ha,2,700圃場の全てを電⼦MAP化す
ることによる栽培状況の⾒える化管理とト
レーサビリティーシステムの構築

環境センシングによる⼤⻨若葉の⽣育リアル
タイム関し（微気象・⼟壌⽔分・pH等）と
⽣育状況の画像モニタリング

バーチャルメッシュ気象とIoTセンサによる
収穫時期予測の精度向上と実圃場での実証に
よる予測アルゴリズムの学習・強化

収穫時期予測を⽤いた、⼯場受け⼊れ原材料
の数量・時期予測、および機材・呼応数の最
適配置・運搬ルート選択（ナビゲーション）
によるスマート農業JITシステムの構築
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P 作付け⼀覧

D 栽培管理

C ⽣育状況把握
（収穫適期）

P⽋損〜分析〜計画

A JIT（ジャストインタイム）収穫・ナビ配送

農⽔省スマート農業加速化プロジェクト(2019年 ~2020年度 ) ベジタリア・東洋新薬他
「機能性⾷品加⼯⼯場を中⼼とした需要確定⽣産スマート農場クラスタの実証」成果

収穫断念率
20%削減

⽣育調査作業
29%削減

圃場巡回作業
26%削減

⼤⻨若葉反収
8%増加

⼯場受⼊拒否率
0%

導⼊効果

農林⽔産省スマート農業加速化実証プロジェクト 実証成果 2019年度〜2020年度



実需者と⽣産者を結ぶ⽶のマッチング
アグリノート⽶市場
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【アグリノート】 お⽶のマーケット
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https://lp.agri-note.jp/kome-ichiba/index.html



【アグリノート】 お⽶のマーケット
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https://lp.agri-note.jp/kome-ichiba/index.html



スマートフードチェーン
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安⼼・安全・機能性・良⾷味を求める消費者と、⾼付加価値の作物を提供したい⽣産者をつなげる
フィードバックループを実現

計画

⽣産
予防/診断/防除
（IPM）
センシング

販売

消費者の購買⾏動および世の中のトレンド・需要に
基づいた「消費者が求める有機野菜」とその加⼯品の
企画と⽣産計画

商品企画

スマート農家の教育と拡充による供給量
の拡⼤・安定化

スマート農家育成

美味しくて機能性の⾼い有機農産物を作るために確⽴された
・最先端農業ICT/IoT
・植物科学
・データ分析
を⽤いた⽣産（ベジタリア次世代栽培メソッド）

ベジタリア次世代栽培
メソッドによる⽣産

消費者が求める安⼼・安全性・機能性・良⾷味を
データで裏付け（⾷と農の健康研究所）

⾼品質を⾒える化

FC農家の拡充による供給量で「⽇常的に
有機農産物が買える」販路整備・拡⼤

販路整備・拡⼤

データで裏付けられた品質に基づいた
消費者の需要喚起と正しい価値理解の普及

需要喚起

健康状態にあわせた栄養・機能性と吸収性を重視
した⾷品・レシピ開発および⾷⽣活の提案

（⾷と農の健康研究所）

伝える健康⾷⽣活

ベジタリアのフードバリューチェーンにおける活動
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6つの
価値

⽣産 加⼯ 販売

直営
VF A

直営
VF B

直営
VF C

FC
Farm A

FC
Farm B

FC
Farm C

加⼯
メーカー

A

加⼯
メーカー

B

⼩売
スーパー

A

コンビニ
A

⾷品宅配
A

⽣産⼯程 加⼯⼯程 販売⼯程farm

栽培⽅法にとらわれず、科学的根拠に
基づいた栽培に価値を⾒出す

慣⾏
栽培

特別
栽培

有機
栽培

ほか
栽培

パートナー企業と消費者価値を創造

消費者

ベジタリアvＳＰＦ

社会
価値

機能
価値

感性
価値
価格
価値

時間
価値

希少
価値アグリノート＋ブロックチェーンで信頼

ベジタリア＋パートナー企業で市場浸透

科学的根拠に基づいた付加価値

流通

販売

⽣産

Food版SPAモデル v S P F – ブランド市場浸透による農産品付加価値向上

VSPF-Virtual specialty store retailer of private label food



データ利活⽤における地域展開スキーム
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スマート農業のビジネス化と地⽅創⽣を両⽴して実現

データ提供

スマート農業
スマートシティ

地域企業
地域決済
ポイント

⾏政 地域コミュニティ

スマート農業

若⼿の雇⽤確保

提供されたデータ
によりパーソナラ
イズされたサービ

ス提供

地域＝スマートシティ

地域による地域のためのデータ活⽤

フードサプライチェーン

匿名化されたデータ 産業・企業

リテール
（物流・⼩売）

教育 交通・観光

etc...

地域モデルの⽇本全国
世界への横展開



スマートフードチェーンSPF
Society5.0

ビッグデータを
活⽤した

データ駆動型
スマートフードチェーン

⽇常社会の様々なビッグデータをベースにAI等で解析されたマーケットデータから
農業⽣産、加⼯、流通、販売のフードバリューチェーンを再構築する
ことにより実現するSPF型スマートフードチェーン

社会システム改⾰

フードバリューチェーン最適化

フード
バリュー
チェーン
の最適化

マーケットイン型のスマート農業による農業⽣産と
フードバリューチェーンの最適化

経営システム改⾰

スマートフードチェーン

データ駆動型
農・⾷・健康の

スマートフードチェーンSPFの構築

フードバリューチェーン農業

マーケットからの
フードバリューチェーンの再構築

スマート農業

「農業⽣産の改善」「農業経営の改善」

スマート農業

農業⽣産
⼯程の
⾒える化

プロダクトアウト型の農業⽣産のスマート農業化
による⽣産性の向上や省⼒化による⽣産・経営改善

技術⾰新

Backc
ast

スマートフードチェーン 社会課題と市場背景
Society5.0からのバックキャスト - スマートフードチェーン
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スマート・オコメ・チェーンとのデータ連携
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⽣産者情報
栽培情報
品質情報

実需者情報
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• 時代に合わせた農業をICT活⽤で消費者に⾒える化（ストーリー）

時代に合わせた農業をスマート農業で消費者に⾒える化
（安⼼・安全・⾼品質と⽣産者のストーリーを消費者に伝える）

お腹で⾷べる
時代

⾆で⾷べる
時代

（味覚）

⽬で⾷べる
時代

（視覚）

脳で⾷べる
時代

（情報）

こころで⾷べる
時代

（ストーリー）

消費者のニーズに応えるスマート農業とフードチェーン



info@vegetalia.co.jp
http://www.vegetalia.co.jp
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vegetation science & technology

http://www.vegetalia.co.jp/
http:///
http://www.vegetalia.co.jp/

